
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 13 （回答者数） 9

～ 令和8年3月15日

（対象者数） 10 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
常に最新のガイドラインを全職員で共有し、アセスメント能

力のさらなる向上を図る。

2
事故防止マニュアルや防犯マニュアルの定期的な見直しと、

職員間での周知を徹底する。

3
保護者の意向をより深く汲み取れるよう、定期的なカウンセ

リングやヒアリングの機会を継続・強化する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域の関係機関との連携ができるかを模索し、共同で活動で

きるプログラムや交流の機会を検討していく。

2
保護者参加のイベントの企画、周知及び、保護者のニーズに

合わせた学習会やイベントを企画を検討していく。

3
システムの入れ替え等に合わせて、よりタイムリーで分かり

やすい情報発信の体制を構築し、運用を開始する。

適切な支援の提供と個別支援計画の策定
児童の発達段階やニーズを客観的に分析し、ガイドラインに

沿った具体的で適切な支援内容を設定している。

環境整備と安全管理の徹底
清潔で心地よい環境を維持し、バリアフリーへの配慮や、非常

災害対策（年2回の避難訓練等）を計画的に実施している。

保護者との連携と信頼関係の構築

支援の後のフィードバックを含め、日頃から子どもの状況を丁

寧に伝え、面談等を通じて保護者の悩みや要望を迅速かつ誠実

に受け止める体制を整えている。

情報発信の頻度と内容の充実
活動概要や行事予定等の情報発信がホームページやSNS等で、

行えていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の交流の機会の不足		
近隣商店街との交流は持てているが、保育所や認定こども園、

他事業所との交流機会が確保できていない。

保護者支援プログラム（ペアレントトレーニング等）の実施
保護者向けの研修会や勉強会、保護者同士の交流会が実施でき

ていない。

令和8年3月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ピタゴラ未来塾神戸

○保護者評価実施期間
令和8年1月18日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


